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10月３日（金）16時から第４回イブニング技術交
流サロンがウィングウィング高岡（高岡市）で開催され
ました。話題は大学院理工学研究部（工学）宮崎 章
准教授による「分子を並べて電気を流し，磁石を作る」
と芸術文化学部内田和美教授による「デザイン力を活
用した企業戦略」と題するものでした。前者では，最
近研究が活発な導電性と磁性あるいは磁性と光応答性
等を備えた分子性物質についての取組みの中で，これ
まで取り組んできた導電性と磁性を兼ね備えた分子性
物質の開発について紹介がありました。後者では，新
しく開発された優れた技術でもこれを巧く活用するた
めには優れたデザイン力が求められることが多々あり，
企業におけるデザイン戦略とは何かをこれまでの事例
を交えながら，解説されました。本サロンには学外か
ら９名の参加がありました。
12月５日（金）16時から第５回イブニング技術交
流サロンがカナルパークホテル富山（富山市）で開催さ
れました。今回は人間発達科学部徳橋 曜教授による
「食の伝播・定着・変容をイタリア史から考える」と題
するものと，極東地域研究センター酒井富夫教授によ
る「六次産業化：農商工連携と地域活性化」と題する話
題提供でした。前者では，中世以降のイタリアにおけ
る食文化や食材の歴史的な変容を取り上げ，食の地域
性や伝統が交易路の発展と共に，遠隔地の農作物の拡
散・流入を経て，食文化は常に変化し，「伝統食」は
更新され続けることを，現存する古文書や版画，絵画，
写真乾板像を通して紹介されました。昨今話題になっ
ているイタリア発のスローフード運動はこのような変
容への疑問や反省から生まれたもののようです。後者
では，TPP締結に向けた日本の農政改革・農業変革の
動きを，富山県内だけでなく全国各地の取組み例に基
づいて解説されました。疲弊し始めている地方経済の
再生には，地方経済の重要な産業である農業を「地域
資源産業」として捉え，発展させている事例は今後の農
業の進むべき方向のよい“道しるべ”となる話題でした。
本サロンには学外から10名の参加がありました。
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第４回，第５回イブニング技術交流サロンが開催される
本年度も下記の日程でサテライト技術相談オフィス
が開設されました
９月22日（月）9：00～
　射水商工会（小杉） 相談２件
10月８日（水）15：15～
　富山南商工会（婦中支部センター） 相談１件
11月19日（水），20日（木）13：00～
　高岡商工会議所（高岡市） 相談６件
技術相談にはアルミ建材の強度計算や工業用電解槽
の熱交換器の性能向上策などを始め，身近な生活用品
における改善案などのさまざまな提案がありました。
この技術相談は企業活動の細部に関連することも多く，
対応は個別毎に行なわれました。
平成26年度サテライト技術相談オフィスが開設される
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第６回イブニング
技術交流サロン＊
カナルパークホテル富山
（富山市牛島11-1）
2月6日（金）
16時00分
～19時45分
・「糖尿病とその合併症を防ぐ新しい薬物療法の開発研究」
 大学院医学薬学研究部（薬学）　准教授　恒枝 宏史
・「労働衛生：働く人々の生（生命と生活）を衞る」
 大学院医学薬学研究部（医学）　教授　稲寺 秀邦・交流会（会費制）
富山大学産学交流
振興会理事会
パレブラン高志会館
（富山市千歳町1-3-1）
3月14日（土）
10時00分～
理事会
平成27年度
第１回イブニング
技術交流サロン＊
カナルパークホテル富山
（富山市牛島11-1）
4月10日（金）
16時00分
～18時15分
内容未定
富山大学産学交流
振興会総会
富山国際会議場
（富山市大手町1-2）
4月20日（月）
13時30分～
総会，講演会　詳細未定
＊：参加には担当者（Tel.076-445-6938）までご連絡戴き，事前申込が必要です。
今後の主な行事
12月２日（火）13：30から富山国際会議場（富山市）
でとやま産学官金交流会2014が開催されました。今
年は「富山の産業と未来を拓く新幹線」をテーマに，
基調講演をYKK㈱取締役副会長・（一社）富山県機電工
業会会長の大谷 渡氏による「富山県ものづくりの更
なる強化に向けて」の講演があり，若い優秀な技術者
育成に向けての大学への取組みの提案がありました。
例年のようにポスターセッションも催され，本学から
31件のポスター展示（学外を含めると108件）があり
ました。ポスターを前にした３分間の説明タイムが設
けられたこともあり，大学研究者と企業技術者との間
で熱心な意見交換が行なわれました。とやまのプロ
ジェクトXには
北陸新幹線開通
に向けた富山の
技術が４件紹介
されました。
10月29日（水）13：00～15：30 富山大学産学連
携部門２階研修室において富山大学産学交流振興会主
催の「産業界と富山大学との産学連携に係る意見交換
会」が開催されました。本意見交換会には会長の蓮池
浩二㈱リッチェル代表取締役社長の外，５名の副会
長の内，村上 哲アイシン軽金属㈱代表取締役副社長，
村井史朗コマツNTC㈱取締役常務執行役員，浜田満
広常務取締役（尾定祐昭㈱シキノハイテック代表取締
役社長の代理）の３名の出席の下，本学から堀田裕弘
工学部長，篠原寛明評議員・副学部長，川口清司・柴柳
敏哉両副学部長，田中輝和工学部総務課長の外，産学連
携部門関係から，北野芳則地域連携推進機構フェロー
（元YKK㈱代表取締役副会長），丹羽 昇地域連携推進
機構長，作井正昭副機構長，高辻則夫産学連携部門長，
山名一男，草開清志，千田 晋専任教員，近藤達也研究
振興部社会貢献課長，入井 博主幹が出席しました。
蓮池会長から意見交換会の趣旨が説明された後，産
学連携部門から本学の産学連携活動の実態の説明があ
り，工学部から主力とする教育と研究の取り組みにつ
いて詳しい説明がありました。その後，産業界側から
本学に対する意見・要望が多々述べられました。主な
意見として，大学の研究の中に地元企業が抱える技術
課題を解決する取組みを積極的に取り入れて欲しい。
そのためには，産業界をより深く知る必要があり，ま
た，産業界に存在を知らしめる必要があること。相互
交流の機会をもっと作る必要があること。運営費交付
金の削減が続く中，研究資金を獲得する手段として，
産学連携に対する意識改革・自己改革が必要と思われ
ること。日頃の企業とのコミュニケーション作りが大
切であることなど，大学に対する様々な期待と要望が
出ました。地域社会の期待に応えられる大学作りが求
められています。
とやま産学官金交流会2014が開催される
産業界と富山大学との産学連携に係る意見交換会が開催される
